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　本研究で 著者 ら が 研究材料 と した細菌 Rhodococcus

oραα ∬ B −4 は きわ めて疎水 性 の 高 い 細胞表層構造 を 有

し，水 ・有機溶媒混合液中で有機相に 偏向する特徴を有

する．また湿潤状態で水を含まない 有機溶媒に 分散可能

で ある （こ の 特徴が い かにユ ニ ークな もの で あ る か ぜ

ひ研究室に お持ちの 微生物湿菌体を有機溶媒に懸濁する

こ とに挑戦してい ただきた い ）．これらの特徴か ら本菌は，

有機相に溶け込ん だ難水溶性物質に対する高い 接触効率

を有し，非水系バ イオプロ セ ス の キ
ー

ツ
ー

ル として 期待

されて い る t，E｝．

　これ まで の 研究 に より，有機溶媒に懸濁した R．　oPacus

B −4 は，脂溶性炭素源 （長鎖脂肪酸な ど）や酸素の 消費

能 を有 し，少な くとも異化代謝活性を維持して い る こ と

が確か められて い た
1），

　本研究 で は R．oPacus 　B −4の ア ル カ ン モ ノ オ キ シ ゲナ
ー

ゼプ ロ モ ー
タ
ー

制御下にGFP を レ ポーターとして連結 し

た組換え株を用 い ，水 （O．SJ「％ NaCI溶液），有機溶媒

（フ タル 酸ビス）の そ れ ぞ れ に懸濁し た菌体に対 して，直

鎖状ア ル カ ン を誘導物質 とした レ ポーターア ッ セ イを

行 っ た．こ の結果 有機溶媒中で も各種アルカ ン に応答

した GFP の 発現上昇が認め られ，　R ．　oPacus 　B −4が この状

態で もタ ン パ ク質生産能 を維持 して い る こ とが 示 さ れ

た．有機溶媒中で は、細胞構成成分 の合成 に必要な各種

元素の 供給が難 しい こ とか ら，主 として サ ル ベ ージ合成

に よ る タ ン パ ク質生産が進ん で い るもの と考え られ る

が，こ の ような シ ビ アな環境下 で も微生物が同化を含め

た代謝活性を維持 して い る こ とは注 日す べ き結果とい え

よう．

　また各種アル カ ン により誘導され る GFP 発現量は，水

系 ・有機 溶媒系 で 大 き く異 な っ て い る こ とも明 らか と
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図 1．鎖長の 異なる 各種π
一アル カン 添加 24時 間後の GFP

強度 水 系 （白）．有機溶媒系 （黒）．

な っ た （図 1）．過去の 研究の 多 くに お い て，難水溶性化

合物を誘導物質とした発現解析は，主 として 水系反応液

中で実施さ れ て きた，当然 の こ となが ら，水系反応液中

にお ける誘導物質の実効濃度は これらの 蒸気圧や水溶度

に大き く左右され る．一．・
方 有機溶媒中で はその影響を

最小限に抑え る こ とができる こ とか ら，より正確に これ

らの 物質が及ぼす誘導効果を定量化で きて い ると考えら

れる，本研究で明 らか にされた水系 ・有機溶媒系反応液

中に お ける発現パ タ
ー

ン の大 きな差異は，難水溶性化合

物に対する生体応 答に関する過去の知見 に一
石 を投じる

もの で あ っ た．

　以上 の とお り，本研究は非水環境下で の微生物の ふ る

まい を分子 レ ベ ル で追及した もの であり，水 の中では見

られなか っ た微生物 の 新たな横顔を垣間見せ る もの で あ

る，本研究の成果が足がか りとな り，これまで水系反応

場 に 限定されて きた微生物利用の フ ィ
ール ドが有機溶媒

中にまで拡大 され る こ とが期待さ れ る．
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